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摘要，蚊は ， 日本か ら 100種余り記録さ れ て い るが ， 衛生上重要な種は限 られ て い る．主 な媒

介蚊で あ る ア カ イ エ カ は下水溝よ ど み，雨水ますな ど，チ カ イエ カ は地下の 湧水槽な ど ，
コ ガ

タ イ エ カ と シ ナ ハ マ ダ ラ カ は水田，湿地， ヒ トス ジ シ マ カ は放置 タ イ ヤ，花 立，竹筒，空缶な

どか ら発生する．蚊 に 刺 されて 庠 い の は即時型 の ア レ ル ギー
反応で ある，雌成虫は通常 1 ヶ 月

ほ ど 生 き，一
生 に 3−4 回 吸 血 して 産卵す るが ，再吸 血時に マ ラ 「丿ア，フ ィ ラ リア 症，西 ナ イ ル

熱，日本脳炎，デ ン グ熱，黄熱 な どの 感染症 を媒介す る．こ れ ら感染症 は い ず れ も 日本 で も流

行す る こ とが 危惧 され，そ の 早急な る対応 が 望 まれ る．蚊 の 感染症対策は ， 対象種が発生 しな

い よ うに 発生源対策 を す る の が 効果的 で，また，国外 か ら持 ち 込ま な い よ う に し，蚊に 刺され

ない よ うに す る こ とで ある．
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　蚊は人を刺 して苦痛を与え る と同時に 各種感染症を媒介す る第
一

級の 衛生害虫で あ る．すで に，

佐々 ・浅沼 （1948＞，細井 （1948）は じめ，佐々 ・他 （1976 ＞，TANAKA 　2鵺 奴 1979），和 田 ・ 他 （1990），

池庄司 （1993）， 栗原 （1995＞，宮城 ・ 他 （2002 ）な ど ， 優れた成書が刊行 され て い る．本稿は ，
2003

年 11月 21 日 に行わ れ た家屋害虫防除士会研修会で の 講演を中心 に まとめた もの で ，本文 に先立

ち，そ の機会を与 え られた 防除士会黒沢真次会長，ご助言 を賜 っ た田中和夫博士，日頃お世話に な

り， 図版提供をい ただ い た佐々　学， 栗原　毅， 近藤力王至 ， 池庄司敏明，大鶴正満，高田季久，

秋山　順，宮城
一

郎，大滝倫子，藤田紘一郎，茂木幹義，小林睦生，松瀬倶子，白井良和 の 諸先生

方に深謝する次第で ある．

1． 蚊　と　は

　蚊とは ，

ハ エ 目 （双翅 目Diptera）の蚊科に属する昆虫で，糸状の 触角 を持 つ ガガ ン ボ科 ， チ ョ ウ

バ エ 科，ブ ユ 科，ユ ス リカ科，ヌ カカ科な ど長角亜 目の 仲間で あ る，蚊科は，さ らに ハ マ ダラ カ亜

科 ， オ オカ亜科， ナ ミカ亜科に分か れ ， ナ ミカ亜科は，ヤブ カ族，ナ ミ カ族 （イ エ カ属な ど），ヌ マ

カ族 ， ナ ガ ハ シ カ族 ， チ ビ カ族な ど 10 族 に細分 され て い る．
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図 1 蚊雌成虫の 外部形 態 （MARsHALL ，1938 ； H村，1995 ）

図 2 ア カ イ エ カ雄成虫の 頭部
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　蚊科の成虫は，1 本の 吻，1 対の 翅，3 対の

脚が細長 く， 体は細長い （図 1）．雄の 触角は

雌 よ りも毛が多 くて 羽毛状で あ る （図 2）．体

表， 翅脈， 脚な どは鱗片で 覆われ て い る．雄

の外部生殖器 は複雑な構造を して い て ，種の

区別には最 も重要で あ る （図 3）．

　蚊 は，世界で 36 属，約 3200 種が知 られ ，

日本 か らは 15 属，127 種の 蚊が見 い 出され

て い る．しか し，衛生上重要な種類 はそ れ ほ

ど多 くはな い ．わが国に お け る主 な吸血蚊 の

成虫と幼虫の 形態 の 特徴 を表 1 に 示す （上

村，2001 ）．

　ハ マ ダ ラ カ亜科 とナ ミカ亜科の 蚊の生活史

を図 4 に 示す．卵は，長楕円形な い しバ ナ ナ

形で ，
ハ マ ダ ラ カ属で は 1対 の浮嚢 を具え，

両端を他卵に 接 して 水面に浮か ぶ ．イ エ カ 属
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の 卵 は塊 （卵舟 と い う）を な して 水面に 浮か

ぶ （図 5）．ヤブカ属の卵はば らばらに水面近

い 側壁な どに産み付け られ，か な りの 乾燥 に

耐え られ る （図 6）．

　幼虫は俗に ボ ウ フ ラ と呼ばれ ， 脚はな く，

尾端の呼吸管を水面に 出 して 頭部を斜 め下 に

して 静止す る （図 7）．ハ マ ダラ カ亜科に は呼

吸管がな くて尾端に気門が直接開き，水面 に

平行に静止す る （図 8）．共 に静止 した水面か

ら空気呼吸をす る た め，停滞 した 様々 な 水溜

か ら発生す るが ， ヌ マ カ属で は呼吸管を水草
図 3　ア カ イ エ カ雄外部生殖器

に挿入して 水中に静止す る （図 9）．孵化幼虫 は 3回脱皮 して 4 令幼虫とな り， 生育 ・脱皮 して 蛹に

な る．ト ワ ダオ オ カ （Toxorhynchites　towadensis ）や ト ラ フ カ ク イ カ （Cutex　halifaxii）な ど の 幼虫は

捕食者で ， 他の 蚊幼虫な どを食べ て発育す るが，多 くの 種 は，口刷毛を動か して 水の対流を起 こ し，

水中の 微生物や有機物をろ過 して 中腸 へ と取 り込む．

　蛹は俗に オ ニ ボ ウ フ ラ と呼ばれ ，
コ ン マ の よ うな形を して い て ，頭胸部背面の 呼吸角を水面に 出

して 呼吸するが ，餌は食 べ ず，尾端の遊泳片な どを用い て 水中を活発に動 く こ とがで きる （図 8）．

蛹は水面に浮か び，頭胸部背面を縦に裂い て 羽化す る （図 10）．

　幼虫と蛹は水中生活者で ， 停滞 した水域に発生するが，種類に よ っ て 発生源が異な る （表 2）．都

市部で は下水溝 ， 雨水ますに ア カ イ エ カ （Cx．　pipiens　pαllens）が発生 しやす く， ビ ル 地下の 湧水欟

浄化槽な どに チ カ イ ェ カ （Cx．　pipiens　molestus ）が発生す る． ア カイ ェ カ の 卵塊は舟形で，卵数は

表 1 主 な 吸 血蚊 の 形態の 特徴

種 類 形態 の 特徴 〔上段 ： 成虫，下段 ： 幼虫）

ア カ イェ カ （チ カ イ ェ カ） 黄褐色，中型，吻 に 黄白帯欠 く，腹背節 に横白帯

茶褐灰色，呼吸管暗褐色で やや細長 い，同毛 4対

コ ガ タイ エ カ （シ ロ ハ シ イ ェ カ） 暗褐色，や S 小型，吻中央に黄白帯，腹背節 に 横白帯

黄褐灰色，呼吸管茶褐色で 細長 い ，同毛短 く 5対

ヒ ト ス ジ シ マ カ （ヤ マ ダ シ マ カ ） 黒色，小型，胸背に 銀白1 縦条斑，脚節基部 に 白帯

呼 吸 管暗褐色 で短 い ，側鱗棘状，触角毛単状短小

ヤ マ トヤ ブ カ （トウ ゴ ウ ヤ ブ カ ｝ 黒褐色，大型，胸背 に 黄金条斑 ，脚節基 部 に 白帯

黒褐色， 呼吸管毛 1対 同棘長い
， 側鱗多数あ り

キ ン イ ロ ヤ ブカ 淡黄褐色，中型，脚節某部 に 白帯，腹背節逆 V 字帯

黄褐色，触角 。呼吸 管 や や 長 く，側鱗棘状，尾葉細長

オ オ ク ロ ヤ ブカ 黒色，大型，腹部腹面白色，吻 ・触肢
・
脚全黒

赤褐白色，頭部小，呼 吸 管短 く棘を欠 く，尾葉 は大

シ ナ ハ マ ダ ラ カ （オ オ ツ ル ハ マ ダ ラ カ ） 暗褐色，大型，翅 に 黒／白の 斑紋，触肢長 い

黒褐色，呼吸管欠 く，前額板 3毛 多枝，触角毛短小

キ ン パ ラ ナ ガ ハ シ カ 光沢有 す黄／黒褐色，や S 小型，吻長 い，腹面黄金色

乳白色，放射状剛毛で 毛深 い ，呼吸管毛背腹 に 多数
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礫 疆鰯逡 卩垣
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図 4 　蚊 の 生活史 （ハ マ タ ラ カ 亜 科 と ナ ミ カ 亜科 の 比較）（MARsHALL 　 1938 上村，1995）

図 5　採卵容器 （不 ノ タ イ ノ マ カ 卯 と コ カ タ イ エ

　 　 カ卯塊）

図 6　ヒ トス ノ ノ マ カ卯

150−300 と多 い （図 11） チ カ イ エ カ の 卵塊は小さ く不定形て 100 卵以下 て ある　農村 の 水田，湿

地，池沼に は コ カ タイ エ カ （別名 コ カ タ ア カ イ エ カ Cx　trttaenzorhynchus）， ノ ナ ハ マ ダ ラ カ （Ano

Pheles　StnenStS ），キ ノ イ ロ ヤ フ カ （A 　edes 　vex αns 　ntPPonZt ）， 放置 タ イ ヤ，墓石，花立，空缶，竹筒，

樹洞な と小容器に ヒ トス ノ ノ マ カ （Ae　albOPtctus ），キ ／ パ ラ ナ カ バ ノ カ （TrZPterOtdes 　ba？nbusa ）な

と ， 手洗鉢 水槽， 河床岩穴に は ヤ マ トヤ フ カ 〈Ae　jaPonzcus ）， キ ョ ウ トク ン ピ ケ カ （Cx　kyotoen
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図 7　ア カイ エ カ幼虫 図 8　 シ ナ ハ マ ダラ カ蛹 と幼虫 （大鶴正満博士提供）

図 9 ア シ マ ダ ラ ヌ マ カ 幼虫

図 10　蛹か ら羽化 しつ つ ある ア カ イ エ カ雌成虫

　　　（佐 々　学博士提供）

si・）な ど誨 岸岩溜に は ト ウ ゴ ウ ヤ ブ カ （A ・e・　 図 、、 ア カ イ 。 力卵舟 （佐 。 学博士提供）

togoi），腐植物の 多い 花立 や肥料溜 に はオ オ

ク ロ ヤ ブカ （Armigeres　sub αlbatus）が発生する．

　卵期間 2−・3 日，幼虫期間 6−−20 日 ， 蛹期間 1−3 日程度の もの が多い が ， 温度や栄養状態 生息密

度な どが不適だ と発育期間が延長する （図 12）．

　雄成虫は雌 よ りも 1・・2 日早 く羽化 し，外部生殖器が約半 日で 半回転 して 成熟 し，羽化 して きた雌

と交尾する．ア カ イ エ カ な どはそ の 際に蚊柱を形成す る．雌は通常 1回 の 交尾で 受精嚢に精子 を貯

え ， 2 度と交尾 は行わ な い．成虫は，花蜜，果汁，樹液な ど の 糖分を吸 っ て 腹側食道憩室 （ロ素嚢）に

貯え，必要に応 じて 中腸で 消化 し， 栄養源 に して い る （図 13）．卵発育に高タ ン パ クの 血液が必要

で ，産卵の ため に雌だけが吸血するが，無吸血で産卵する もの もい る．また ， 吸血する蚊で も， 牛 ・

馬 ・豚な ど の 大動物を好む種や ， 人や鳥を好む種， カ エ ル や ヘ ビ な ど冷血動物を好む種な ど動物嗜
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表 2　主 な 吸血蚊 の 吸血習性，媒介疾宙と発生源

重不 類 吸 血 習注 媒介疾患 主 な 発生場所

ア カ イ ェ カ （チ カ イ エ カ） 夜間

ヒ ト ・ ト 1丿

フ ィ ラ リ ァ 症 　　下水溜 ・水槽 ・便 槽

西 ナ イ ル 執 　　　浄化槽 ・地下水溜

コ カ タ イ エ カ （ノ ロ ハ ノ イ エ カ ） 夜間　　　　　　　　日本脳炎

ブ タ ・ウ ノ
・ト リ　　 西 ナ イ ル 蝋

水 田 ・湿地 ・排水溝

蓮池 ・河原溜 ・池沼

ヒ トス ノ ノ マ カ （ヤ マ タ ノ マ カ ） 昼間 ・薄暮
ヒ ト 。イ ヌ

テ ノ ク執

（黄執）

タイ ヤ ・ 水槽 ・ 壺溜

竹切株 ・花立 ・樹伺

ヤ マ トヤ 7 カ （ト ウ コ ウ ヤ ブ カ ） 昼間 ・薄暮
ノ カ ・ウ ノ

日 本脳炎

西 ナ イ ル 執

水槽 ・于水鉢 ・容器

岩溜 ・墓石 ・樹祠

キ ノ イ ロ ヤ フ カ 昼間 ・薄暮

ウ ノ 。ブ タ

（西 ナ イ ル 執 ）　 水田 ・湿地 ・河原溜

（H 本脳炎）

オ オ ク ロ ヤ フ カ 昼夜間 ・薄暮
ヒ ト ・ウ ノ

な し 便槽 ・肥料溜 ・竹筒

ノ ナ ハ マ タ ラ カ （オ オ ノル ハ マ タ ラ カ） 夜間
ウ ノ ・ウマ

マ ラ リア　　　　水田 ・湿地 。河原溜

フ ィ ラ リア 症　　池沼 ・連池 。水槽

キ ノ パ ラ ナ カ ハ ノ カ 昼間
不 ス ミ 。 ヒ ト

な し 竹筒 。パ イ プ ・樹伺

（半閉鎖的小水域）

図 12　 コ カ タ イ エ カ の 一生 （上 村，2003）

好陸か異な る （表 2） 羽化 3−10 日後こ ろか ら吸血す る　イ エ カ 属，ハ マ タ ラ カ属の多 くは夜間盾

動 陸て ，ヤ ブ カ 属，ナ カ ハ ノ カ属の 多 くは昼間 ・ 薄暮盾動性て 木陰な とて 吸血す る　雨天時て も結

構活動す るか ， 強風下て は盾動を抑制され る　屋外て吸血する吐質を屋外吸血 性，家屋内に侵入 し

て 吸血す る性質 を屋内吸血性 と い う　血液 は直接中腸に入 り， ほ ほ 1 日て 濃縮消化され ， 血漿か排

泄され て ， 2−3 日て 卵を形成す る　1 回に 約 50−400 卵 を産み，産卵後す くに再吸血を行 うこ とか 多

く，そ の 際に病原体 を伝播す る こ とに な る　
一

生に 餅 4 回産卵する もの か多 い 　小水域か ら発生す

る ノ マ カ類 な とは吸血源 の 動物か近 っ い て か ら飛来す る習 性の た め，発生源 か ら 100m も移動 し

な い か，地表の 大水域か ら発生す る ノ ナ ハ マ タ ラ カ ，コ カ タ イ エ カ な と は風に 乗 っ て 30km 以 上 も

遠距離飛翔をする　雌成虫の 寿命は約 1 ヶ 月 くらい の もの か多い か，環境 に左右 される
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図 13　蚊雌成虫の 内部構造 （佐 々 ・他，1976 ）

2． 蚊の 調査方法

　媒介蚊対策な ど の ため に，ど の よ うな蚊が どこ か らい っ 頃発生 して くるか を知る には ， 実際に調

査 して み る こ とが必要で ある．人を吸血する種類が調査対象な の で ，自らを囮に，脛や腕を露出し

て 吸血に くる蚊を吸虫管や捕虫網で捕 らえ る人囮法が基本とな る （図 14）．調査時間や調査時期で

対象 と す る種の 活動 に 違 い が あ り， 調査場所 で の 違 い や調査者間の 個人差 もある．また，刺 されて

痒い だ けで な く，病気に感染する危険性がある，そ こ で ， 牛や鶏な どの 動物を蚊帳に入れ て，集ま っ

た蚊を捕虫網な ど で 集め る動物囮法が用 い られ る （図 15）．畜舎 に 吸血に 来 た蚊 を光 に 誘引 して

フ ァ ン で集 め る ラ イ ト トラ ッ プ法は，日本脳炎の流行予測調査な どによ く用い られて い る （図 16）．
マ ン ホ ール 等で は粘着 シ

ー
トを用い た り， 壁面に係留する チ カ イ エ カ な どを直接カ ウ ン トする 目視

法 もあ る．蚊の 侵入 口 や脱出口 に わなを設 け る ウ イ ン ドウ トラ ッ プ法 もあ る （図 17）．雌蚊 は動物

の 呼気に含 まれ る二 酸化炭素を触肢 （小あ ご ひ げ）の セ ン サ ーで 感知 して 吸血に襲来する の で ， ド

ラ イ ア イ ス を気化させ て 集まる蚊を捕 らえ る と未吸血 の 蚊が得 られ，病原体を分離する の に好適で

ある （図 18），ドラ イ ア イ ス に襲来 した蚊を ラ イ ト ト ラ ッ プ で 捕集す る方法 もある （図 19）．蚊がど

の よ うな所 に潜ん で 休息 して い るか を調べ るには ， 吸虫管で 直接捕獲 した り， 捕虫網で ス ィ
ー

プす

る す くい取 り法や，大 きな網を潜伏場所や発生場所に被せ て 集め る網捕 り法 などが ある （図 20 ）．

　蚊の 成虫を標本にす る に は，蚊を吸虫管で吸 っ てそ れご とビ ニ ー
ル 袋に入れ，冷凍庫に しばら く

図 14　人囮法 図 15 動物囮法
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図 16　豚 舎 ラ イ ト ト ラ ッ プ 捕集法

図 18　 ドラ イ ア イ ス 蚊帳法

図 20　吸虫管採集法

図 17 　ウ イ ン ド ウ ト ラ ッ プ 法

図 19 　ドライ ア イ ス ・ライ ト ト ラ ッ プ 法

図 21　三 角台紙蚊成虫乾燥標本

入れて殺 して か ら，微針で 胸部を刺すか，三角台紙の 先端 に透明 マ ニ キ ュ ア を
一

滴 つ け て胸側面を

貼 り付け ， 昆 虫針 で 留め て 標本箱に 保管する （図 21）．小管瓶内の 綿玉 の 間に 保存す る の も よ い ．標

本に は，採集地，日付，採集者名 などを記 した ラ ベ ル を必ず添え て お く （図 22）．

　蚊成虫の 飼育は ， 袖口付きケ
ージ内に 3−5％ 砂糖水入 りの 三 角 フ ラ ス コ を入れ ， 脱脂綿で 吸 い 上

げて 吸蜜 さ せ る （図 23，24）．採卵 の た め， ヒ ヨ コ か マ ウ ス を網で 固定 して 入れ，吸血 さ せ る

一 32 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

図 22　微針蚊成虫乾燥標本 と幼虫 お よ び雄外部生

　　　殖器 プ レ パ ラ
ート標本 （上村 ・他， 2000）

1 鍵 奬難

羈
響1騨 ・−w

髏 鐔

無

灘
灘

図 23　蚊 の 飼育容器 （幼虫 ・蛹．成虫用）

　　　（上村 。他， 2000）

図 24　蚊成虫飼育用蔗糖液 と吸血用 マ ウ ス 図 25 柄杓掬 い あ げ法 （海岸岩礁汐溜 の ト ウ ゴ ゥ

　 　　 ヤ ブ カ 蛹 ・幼虫）

（図 24）．そ の 後 ， 水の 入 っ た採卵容器を入

れて や る （図 5）．

　蚊 は水溜か ら発生するの で ，各種の 水溜を

調 べ れ ば多 くの種類を集め られる、柄杓で 水

面をさ っ と す くう掬 い あ げ法が 基本 で あ る

（図 25）．小水域で は ピ ペ ッ トやチ ュ
ー

ブ で

幼虫や蛹を吸い上 げる （図 26）．樹洞や壺を

直接 陵中電灯で照 らしな が ら覗 い て カ ウ ン ト

した り，別容器 に 移しかえ て ピ ペ
ッ トで 集め

た りもする．ヌ マ カ は水面に 浮か ん で こ な い

の で
， 水草を抜い て 調べ た り ， 水域を混濁 さ

せ て 浮き上が らせ て 捕 らえ る，小容器 の オ ビ

（産卵） ト ラ ッ プを設置 して集 め る方 法 もあ

る （図 5）．得られ た 幼虫や 蛹は，成虫ま で 個

別飼育するか ，70−80％ ア ル コ
ー

ル 液入りの

管瓶に 保管す る．

　蚊幼虫の 同定に は尾部の 形態が とくに重要

なの で ，尾端近 くに 切れ目を入れた り，切 り

図 26 　樹 洞 か ら チ ＝L 一
ブ の サ イ ホ ン で 蚊幼虫採集

　　　（上村 ・他，2000）
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図 27 蚊幼虫 の 飼育 図 28 　蛹の 移 しか え作業

離 して プ レ パ ラ
ー ト標本にする （図 22）．ガ ム ク ロ ラ

ー
ル 液 （市販品ネオ ・シ ガ ラ

ー
ル 液）で 直接封

入す るか ，
セ ロ ソ ル ブ法で 透徹 して エ ン テ ラ ン ス や バ ル サ ム で 封入 した永久標本 に して鏡検す る．

　蚊幼虫 の 飼育は，平底 の プ ラ ス チ ッ ク容器 に 水を はり ， 軽 くエ ア レ
ー

シ ョ ン を行 う （図 27）．餌

に，乾燥酵母粉末，熱帯魚餌，固形飼料な ど い ずれ かを与 え るが，与えす ぎな い よ うに留意す る．

エ ア レ
ー

シ ョ ン を しな い と水面に菌膜が は られ て死亡 させや す い ，

　蛹化 した蛹は，先太の ピ ペ ッ トで 吸 っ て ，清水の 入 っ た 腰高シ ャ
ー

レ に移 しか え
，

ケ ージで 羽化

させ る （図 28）．野外採集の 蛹も同様にす る．

3． 蚊刺による皮膚反応

　蚊の 口器は，各 1本の 上唇， 下唇， 下咽頭と ， 1対の 大顎 ， 小顎 とか らな るが ， 吸血 に際 して は下

唇が鞘とな っ て くの 字 に曲げて 支え，上唇 な どをきわめ て 細い管 と して 挿入 し，下咽頭か ら唾液を

注入 し，毛細血管を探 り出 して ，ポ ン プ の 働きで血液を吸 い 上げる （図 29）．唾液に は 20種も の 酵

素が含まれ て い て ， 血管の 探 り出 しを容易 に し，血液の凝固を防 ぐほ か，麻酔作用 もあ っ て ，痛み

を感 じ さ せ ず に ，自分の 体重 の 倍ほ ど の 血液 を 2 分 ほ どか け て吸血す る，

　と こ ろが，蚊の 唾液は宿主 に と っ て は異種 タ ン パ ク で ある ため，刺 された人 は体内に そ の タ ン パ

ク の抗体を作 っ て しま う．そ の ため ， 再び蚊に吸血された時に は ， 数時間後に 4 型ア レ ル ギ ーの遅

延型皮膚反応 が生 じ，紅斑 を生 じ る （図 30）．小 さ な紅斑が 多 い が ，個人差が あ っ て t 幼児 で は大 き

図 29　 吸血 中 の オ オ ハ マ ハ マ ダ ラ カ

　　　（宮城一
郎博 十 提供）

図 30　蚊刺に よ る 遅延型皮膚反 応 （丸印内）
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図 31　蚊刺に よ る 即時型皮膚反応 （上村，2002 ） 図 32　蚊刺 に よ る ア ル ッ ス 皮膚反 応

　　　 （大滝 ・篠永，2000 ）

な紅斑 となりやす く，水泡 とな る人 もい る．遅延型皮膚反応は吸血 1 日後 に顕著 で ， 2，3 日か ら 1

週聞で 消失す る．

　そ の 後，さ らに 吸血 され る こ と に よ っ て ，1 型 ア レ ル ギ
ー

に よ る即時型反応を生 じ，刺された直

後に痒 みを伴 っ た腫れ を生 じる （図 31）．痒い の で 掻くと反応が ます ます進行し，腫れ や痒みが強

まるが ，
1−・2 時間もすれ ばそ れ らは消失す る．さ らに 吸血を重ね る と，即時型の後に現れ る遅延型

皮膚反応は次第に現 れな くな り，即時型反応の 痒みを伴 っ た膨疹だ けが さ らに ひ ど くな っ て行 く．

痒み の 抑制 に は抗 ヒ ス タ ミ ン軟膏が有効で ，水で 冷やす の もよ い．爪で皮膚に十字を印した りする

と，痛 み で痒 みが抑え られ るが，根本的な治療 に はな らな い．

　そ の 後も吸血され続ける と，特異的 IgE 抗体が産生 され て 減感作され，次第に無反応 とな る．し

か し，しば らく刺 されず に い る と，抗体価が低下 して ， 痒みが戻 っ て くる．また ， 稀に ，重症蚊刺

過敏症 の 人が い て ， 3型 ア レ ル ギー
の ア ル ッ ス 現象が 生 じて ，潰瘍の 激 しい 皮膚炎 とな り，高熱が

続 き，リ ン パ 節や肝臓が腫れ ，治癒 に 1−2 ヶ 月を要 し，蚊 1匹に刺された だ けで 死ぬ こ とさえ ある

（図 32）．

4．　 マ ラ リ ア

　蚊が第
一

級 の 衛生動物 として 重視され るの は ， 吸血に よる痒みな どの 直接被害よ りも，マ ラ リア ，

フ ィ ラ リア 症，日本脳炎 ・ 西 ナイ ル 熱な どの 脳炎，デ ン グ熱，黄熱な どの 恐 ろ しい感染症を媒介す

るか らで あ る （表 3）．なか で もマ ラ リア は ， 紀元前 4000年 に人類が文字を書 き始め た時か らすで

に シ ュ メ
ール 人 によ っ て そ の 症状が記録に残されて い るが ， 現在なお熱帯 ・亜熱帯の 約 100 ヵ国で

流行 し続け て い て ， 年間 3−・5 億人の 感染，死者 150 −・270 万人を出して い る世界最大級の 病気で あ

る （図 33）．4 種の マ ラ リア 原虫が人 に感染 し，熱発作 を繰 り返 し， 貧血 脾腫を起こ す，

表 3 世界の 主 な 蚊 が媒介す る感染症

病　名 分 布 年間発生患者数 主 要媒介蚊

マ ラ リア

フ ィ ラ リ ア 症

西 ナ イ ル 熱

日本脳 炎

デ ン グ熱

黄熱

世界の 熱帯，亜熱帯

世界の 熱帯 ・亜 熱帯

ア フ リカ，南欧，中近東，北米

東南 ア ジア ・南 ア ジア

東南ア ジ ア
，

ア フ リカ，中南X
ア フ リカ，南 米

3−−5億人

4 千万 人

1 万人以 上

3−5 万人

5 千万
一1 億人

数百人

ハ マ ダラ カ 属 の 蚊

ネ ッ タ イ イ エ カ な ど

ア カ イ エ カ な ど

コ ガ タ イ エ カ な ど

ネ ッ タ イ シ マ カな ど

ネ ッ タ イ シ マ カ な ど
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図 33　蚊媒介疾患 の 感染環 と流行地域 （LEMoNNIER ，1991 ；池庄司，1993）
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図 34　二 凵熱 マ ラ リア 原虫の 生活史 （近藤力王至博士提供）

　 マ ラ リア が蚊に よ っ て媒介され る こ とは ，

1898 年，イ ギ リス の 陸軍軍医 Ronald 　Ross

が 明 らか に し， 1902年， 第 2 回ノ
ーベ ル 賞

を受賞 した ．約 90 種の ハ マ ダ ラ カ が人 の マ

ラ リア を媒介で きるが，特定の 地域 にお ける

主 な媒介蚊 は ふ っ う 1，2 種 に限 られ る．吸血

後 8 −・14 日目か ら蚊 の 唾液腺に ス ポ ロ ゾイ ト

が集まり，再吸血時に伝播 され る （図 34 ）．

蚊に刺 され て 2−3 週間後 ， 時に 1 ヵ 月以上 も

た っ て か ら発症する．　　　　　　　　　　　 図 35　シ ナ ハ マ ダラ カ 雌成虫 （自井良和博士提供）

　熱帯病の 代表 とされ て い る マ ラ リア だ が，

古代か ら中世にかけて は，世界諸国 と同様，温帯圏に あるわが国で も重要疾患 と して 存在 して い た．

マ ラ リ ア の間歇熱を昔は 「お こ り」とか 「か わ らや み」 と呼ん で い て ，平清盛は重症 の マ ラ リア で

亡 くな っ た と思われる．日本 に お ける ハ マ ダ ラ カ とマ ラ リア に 関す る最初の 研究 は，寒い 北海道で

100 余年前に行われた．蚊が マ ラ リア を媒介する こ とを ロ ス が発見 して 間もな い 1901 年，陸軍軍

医学校の都築甚之助教官が
， 深川 で 開拓警備 に配属さ れ て い る屯田兵 とそ の 家族に マ ラ リア患者が

多数存在す る こ とを確か め ， そ の 患者とハ マ ダ ラ カ か ら三 日熱 マ ラ リア 原虫を検出 し，患者を吸血

した蚊が マ ラ リア を伝播する こ とも確かめて，国際的に高 く評価 された （都築 ， 1901 ）．

　 1916 年の 内務省衛生局の 「各地方に於け る マ ラ リア に 関す る概要」お よび 1934・−38 年 の 厚生省

統計な ど に よ る と，当時は沖縄か ら北海道 に か けて 全国的に 三 日熱 マ ラ リア が蔓延 して い た．1903

年に は年間患者数約 20 万人だ っ た の が ， 1920 年に は 9 万人， 1935 年に は 5000人 に次第 に減少

し， や が て そ の 流行は本州中部地方 に 限局する よ うに な っ て い っ た．こ の よ うに ， 土着 マ ラ リ ア は，

治療薬 キ ニ
ー

ネ の 効力 ， 生活環境 の 向上 ， 媒介蚊 の 減少な ど に よ っ て 減少し続 け，1959 年の 滋賀県
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表42001 年の ア ジ ア 圏に お け るマ ラ リア 患者数

（WHO ；秋山　順博士提供）

国　名 報告患者数 推定患者数 報告死 者数 推定死者数

バ ン グ ラ デ シ ュ

ブータ ン

北朝鮮

イ ン ド

イ ン ドネ シ ア

ミ ヤ ン マ
ー

不
パ ー

ル

ス リラ ン カ

タイ

　 55，646
　 5，982115

，615

1，971，586200
，544122
，015

　 6，933
　 66，522

　 63，528

　 295 ，000

　 20，000
　 300 ，000

15，000，000
3，105，744
1，896 ，000

　 6，3939
　 90，000

　 100，000

470

　 14

　 0938

　 682
β13

　 0
　 53

　 n ．a．

　 750

　 25
　 　 020

，000
　 5005
，500
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彦根市の 1例を最後に消滅 して い っ た （上村，1998）．

　と こ ろが ， 第二 次大戦下で は，外地で は戦闘で 亡 くな っ た兵士よ りも， マ ラ リア で亡 くな っ た兵

士の方が は る か に 多か っ た と い われ たが，敗戦後， そ の 戦地か らマ ラ リァ に罹 っ た まま多数の 兵が

帰還 し，日本各地に散 らば っ て，そ れ ら患者を刺 した ハ マ ダ ラ カ に よ る 二 次感染患者が各地で 多発

した （戦後 マ ラ リア とい う）．1945 ・46 年 の 帰還者 584 万人 の う ち 95 万人が マ ラ リア に 罹 っ た既

往者で ，そ の半数近い 43 万人が帰還後再発 した とみ られ て い る． こ の戦後 マ ラ リア の ほ とん ど は

三 日熱 マ ラ リア で あ っ たが，北海道留辺蘂な どか ら明らか な熱帯熱 マ ラ リア の 二 次患者 17 例が 報

告されて い る （森下 ， 1963）．シ ナ ハ マ ダラ カは熱帯熱 マ ラ リア を媒介で きな い の で ，
こ れ らはオオ

ツ ル ハ マ ダラ カ （An ．　lesteri）に よ っ て媒介された と考え られる．両種 とも，夜間に 牛馬を好ん で 吸

血 し，幼虫は水 田，湿地な ど に発生す る，体長約 7mm と大型で ， 翅に 白黒の 斑紋を有 し， 触肢が

吻 と略同長と長くて ， 狭い 白帯を もち ， 脚は細長くて 関節先端部に 白帯を もっ （図 35）．

　また，沖縄県南部 の 石垣 島と西表島 で は 山間 の 清流 の よ どみ に媒介蚊 の コ ガ タ ハ マ ダ ラ カ （An ．

minimus ）が発生 して い て ， 昔か ら熱帯熱 マ ラ リア が流行して い た． 1965年か ら DDT 屋内残留噴

霧 と患者 の 薬物治療 に よ る駆除対策が行われ ，わずか 5 年後 に沖縄 の マ ラ リア は根絶 され た．

　 こ う して 日本国内で は
一時 ほとん ど姿を消 したか に みえ た マ ラ リア だが，近年，国際交流が盛ん

に な る に つ れ ， 今度は ， 国外か らの輸入 マ ラ リア患者が年間 100 名以上 も発生す る こ ととな り， 死

亡例 も散見 さ れ る よ うに な っ た．世界的 な マ ラ リア の 再流行の 中，ア ジア 圏で は，2001 年に イ ン ド

で 150万人，イ ン ド ネ シ ア，バ ン グ ラ デ シ ュ ，北朝鮮で 各 30万人の マ ラ リア患者が出て い る もの

と推定 されて い る （表 4）．隣国韓国で は北朝鮮 との 国境警護兵が罹患 して帰郷 し，韓国各地で 二 次

感染 に よ る年間数千人 の 患者が出て お り， EI本国内で も流行 しな い か と心配され て い る．

　 マ ラ リア の 主要媒介蚊で あ る シ ナ ハ マ ダ ラ カ や オ オ ツ ル ハ マ ダラ カ の 主 な発生源で あ っ た水田

が ， 近年 ， 水管理 ， 除草剤や 殺虫剤 の農薬散布 など耕作形態 の近代化 で蚊発生に は不適 とな り ， ま

た 休息場所と な る湿原 や草む らも減 り，吸血源と な る役畜も消失 して い る こ と か ら，全般的に シ ナ

ハ マ ダ ラ カ の 発生量 は大き く抑え られ て い る （上村 ， 1998）．しか し， 湿地 や草む らが残 る北海道や

東北で は，牛馬 の い る地区で は今なおシ ナハ マ ダラ カ や オ オ ツ ル ハ マ ダラ カが多発 してお り， マ ラ

リア の 二 次感染は決 して安心 は で きな い ．

　さ らに ，媒介能 の ある コ ガ タハ マ ダラ カ と オ オ ハ マ ハ マ ダラ カ （An ，　saPeroi ）が沖縄に，チ ョ ウ セ

ン ハ マ ダ ラ カ （An．　feoreiCUS）が東北 と北海道に ， オオ モ リハ マ ダ ラ カ ｛An ．　omorii ）が本州 と北海道
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に分布 して い るため，これ らの 蚊に よ る偶発的な二 次感染 も警戒 して おか な ければ な らな い （図

29）．海外か らマ ラ リア原虫を保有 した媒介蚊が運ばれて きて ， 直接 それ に刺され て 感染す る こ と

も懸念され る し， それ らが
一

時的に繁殖 して ， はび こ る危険性 もあ る．油断な らな い ．

5． フ ィ ラ リ ア症

　人 の フ ィ ラ リア 症 に は， フ ィ ラ リア （糸状虫） と呼 ばれる線虫が， リン パ 節や リン パ 管に 寄生す

る こ と に よ っ て 起 こ る寄生虫病で ある．熱帯 ・亜熱帯 に広 く分布する バ ン ク ロ フ ト糸状虫症と東南

ア ジ ア に分布す る マ レ
ー
糸状虫症とが あ り，今も世界に 1億 2千万人 の 感染者が い て，そ の うち症

状を呈する人は 4300 万人と推定さ れ て お り，イ ン ドな ど に多い （図 33）． バ ン ク ロ フ ト糸状虫症

は，発熱，乳び尿，上下肢と陰嚢の象皮病とを特徴とす る （図 36）．わ が国で も古 くか ら知 られ た病

気で ，江戸時代に 葛飾北斎が 巨大な陰嚢象皮

病患者を描 い て お り， 西郷隆盛 も陰嚢水腫で

あ っ た （小林，1994）．1912年の陸軍省医務

局の 報告な ど に よれば，そ の 当時，北海道を

除き ， 青森以南に広 く感染者が い て ， 九州や

沖縄 で は 陽性率 8％ 以上 の 地区が 少な くな

か っ た （図 37）．

　 1962 年来，厚生省の フ ィ ラ リァ 症対策事

業が積極的に 行わ れ，夜間 に 住民か ら採血

し， フ ィ ラ リア 仔虫の ミク ロ フ ィ ラ リア 陽性

者 に は ジ エ チ ル カ ル バ マ ジ ン を連続投与する

こ と で 劇的 な駆除効果を あげ る こ とが で き

た．1978年には 日本か ら人の フ ィ ラ リァ 症 図 36 巨大 な 陰嚢象皮病 （佐 々 　学博士提供）
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ミク ロ フ ィ ラ リ アが感 染 幼虫に 発育 （2週間）

虫

　 　 　 　 　 　 　 　 ミ ク 〔〕フ ィ ラ リア産 出

図 38　バ ン ク ロ フ ト糸状虫の 生活史と感染

　 　　 （上村 ・他，2000 ）

図 39　ア カ イ エ カ 雌成虫 （白井良和博士提供）

図 40 　ア カ イ エ カ 発 生 源 の 下 水溝よ ど み へ の IGR 剤

　　　投入

は根絶 され た と み な さ れて い る，

　蚊が フ ィ ラ リア を媒介す る こ とは，英国の

医師 Patrick　MANsoN が 1877 年 ， 中国 ア モ

イ に お い て 突き とめた，人血中 の ミ ク ロ フ ィ

ラ リア が蚊に取 り込 まれ て ， 蚊胸筋内で 2 回

脱皮し ， 約 10 日 か ら 2 週間で 感染仔虫 に ま

で 発育 し， 蚊の 口吻部で 待機 して い る．蚊が

吸血 する際に囗吻か ら人の 皮膚に移り， 刺 し

口 か ら侵入後， リ ン パ 系に寄生 して 2 回脱皮

して 3 ヶ 月か ら 1 年か けて 成虫とな り，仔虫

の ミ ク ロ フ ィ ラ リア を産生する （図 38）． ミ

ク ロ フ ィ ラ リア は昼間は肺に 集積 し，蚊が吸

血活動をする夜間 に 末梢血中に現れ る （夜間

周期性 とい う）．ハ マ ダ ラ カ亜科，ナ ミカ亜科

の 多くの 吸血蚊が媒介で きるが ， 主な媒介種

は ア カ イ エ カ類で あ る． ア カ イ エ カ （図 39）

は，体長約 5．5mm ，黄赤褐色，吻に 白帯が な

く， 九州か ら北海道に 分布 し，ネ ッ タ イ イ エ

カ （Cx．　pipiens　quinguefasciatus）は沖縄，奄

美，南九州 に分布す る，共に，下水溝や肥料

溜な ど人家付近 の 汚水溜 りか ら多数発生 し

て，人や鳥類を好ん で夜間吸血 し，屋内に よ

く侵入 す る も っ と も普通 の 蚊で あ る （図

40）．別亜種 の チ カ イ ェ カは九州か ら北海道

の ビ ル 街 で 地 下 の 水溜か ら多数発生 して い

て ， 1回目の 産卵は無吸血 で行 うが， 2 回 目

以降 の 産卵の ため に 昼夜 間，激 し く人 を襲

い ，休眠性が な い の で ， 冬で も入を刺す．下

水溝の 多 くが 暗渠 と な っ て ， ア カ イ エ カ や

ネ ッ タイイ エ カ は発生が抑制 され，雨水ます

な どに 発生が限局 され て きて い るが，都市化

が進展 して チ カイ エ カが増え，地下の 水域ば

か りか地上部 の 水溜 りにま で 進出す るよ うな

事態を招い て い る．

　また，国外の 流行地か らフ ィ ラ リア 仔虫を

保有した ネ ッ タイ イ エ カな どが航空機で持 ち

込 まれ て きて い て ，そ の 蚊 に 刺されて感染す

る こ ともあ りう る．海外で感染 して 帰国 して

くる患者も い て ， そ の 患者か らア カ イ エ カ などが吸血 し， 仔虫を取り込ん で 二次感染を起 こす こ と

も避 けられない．幸い，少数寄生 され ただ けで は象皮病な ど の慢性症状 を呈すこ とには な らな い の

が救い で あ る．

　他の 媒介蚊 ア シ マ ダ ラ ヌ マ カ （Mansonia 　uniformis ）や セ シ ロ イ エ カ （Cx．　whitmorei ）は，わが国
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図 41　 イ ヌ 心臓 に 寄生 の イ ヌ 糸状虫

　　　（近藤力王至博士提供）

図 42　 イ ヌ 糸状虫症 〔ヒ ト肺 CT 像 の 銭形陰影）

　　　（近藤力王至博士提供）

で の 発生量が少な い の で 問題 とはな らな い が ， 媒介能の 優れ た トウゴ ウヤ ブ カ が 日本各地の海岸岩

礁地帯 の汐溜 りか ら多発 して い て，昼夜間吸血す るの で ，こ の 蚊に よ る感染は警戒 した ほ うが よ い

（図 25）．

　人の フ ィ ラ リア症 は 日本で は根絶 された とされて い るが，イ ヌ糸状虫 （Dirofilaria　immitis）に は

日本国内の 多くの イ ヌ が感染 して い て ， 地域に よ っ て は感染率が 40−・80％ に も達 し， イ ヌ の 最大の

死亡要因 とな っ て い る （図 41）．そ の 主要媒介蚊で ある ア カ イ エ カ類や ヒ トス ジ シ マ カ， ト ウ ゴ ウ

ヤ ブカ は，人 もイ ヌ も好ん で 吸血す る の で ，当然なが ら，人が 吸血 され て イ ヌ糸状虫 に感染 し，肺

動脈 な どに 幼虫寄生 され る こ とが起 こ る （図 42 ），そ の ま ま放置して い て も大抵 の 人 は無症状で ，

虫は い ずれ死亡す る の だが，人闇 ド ッ ク で 銭形陰影が認 め られ て肺 ガ ン の 疑 い で 手術され て しま う

よ う な こ とが 100 例以上 も報告 され て い て ，実際に は そ の何十倍 もある だ ろ うと思われ る （影井，

1999 ）．

6． 西ナイル熱

　西 ナ イ ル 熱 は，イ ン ドか ら中近東， 南欧， ア フ リ カ に か け て 広 く分布し， ト リ と蚊 との 間で 感染

環が維持されて い る ウイ ル ス 病で ある，それが，1999 年に国際都市 ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク に突然出現 し，ま

たた く間に全米 に拡 が っ て ， 5 年間で 13，600 人余 の 患者 と死者 540 人余を 出した の は衝撃的な出

来事で あ っ た （図 43）．米国 との 盛ん な行 き来か ら，わが国に い っ 上陸 して もおか し くは な い が，人

口密度が米国の 10倍以上あるわ が国に侵入 した場合に は，よ り深刻な事態とな る の で は な い か と

危惧 されて い る．

　 ア カ イ エ カ 類な ど 30 種以上 の 多 くの 蚊とイ ボ マ ダ ニ な ど の 仲間が本症を媒介す るが，人 に感染

して も約 80 ％ は不顕性感染で 無症状で ある，潜伏期 は 2 −14 日で ，発症 して もほ とん どの 人は軽症

の 発熱 ， 発疹な ど で ， 1 週間内に 回復す るが ， 感染者の 約 1％ が重症の 急性髄膜脳炎を起 こ し， 高齢

者 に多 い，人で は，体内で 増殖 した ウ イ ル ス が，日本脳炎 と同様，末梢血に ほ とん ど現れな い ため，

新たな感染源 に な る こ とはな い ．

　西ナ イ ル 熱 は，多 くの 鳥類，ほ乳類，は虫類に感染 し，米国で は ア メ リカ カ ラ ス をは じめ 200 種

以上 の 野鳥か ら西ナ イ ル ウ イ ル ス が検出され て い る．米国で カ ラ ス で の 死亡率が高い た め ，日本で

も厚生労働省 は死亡 カ ラス を調査 して早期流行予測 に役立て よ うと して い る． しか し ，
ユ ーラ シ ア

大陸の 流行地 に い る カ ラ ス 類は感染して も平気 （不顕性感染） で は な い か と思われ，日本 の ハ シ ブ
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図 44 ハ ノ フ トカ ラ ス

の親鳥か年間約 42 万羽 ，
ニ ワ ト リの 雛は約 150 万羽 も輸入 され て い る か，

る可能性もある　輸人 昌類 の健康調査，野 亀の 感染調査をする こ とか必要て あ ろ う

　媒介蚊か航空機や気流に乗 っ て西ナ イ ル ウ イ ル ス を 日本に持ち込む可能性も高 い 　航空機に 侵入

した蚊は，低温下て 仮死状態に な る か，変温動物な の て ，着陸す ると Ei覚め，開口部か ら
一
斉に機

外に 飛ひ 出る　調査時に は もぬ け の 殻同然 とな っ て い て ， 水際作戦て は とて も対応て きる もの て は

な い

　媒介蚊 とされ て い る ア カ イ エ カ類を始 め， コ カ タイ エ カ， ヒ トス ノ ノ マ カ，ヤ マ トヤ フ カ， ト ウ

コ ウ ヤ フ カ，キ ン イ ロ ヤ フ カ な とは い すれ も日本に普通 に生 息して い る吸血蚊て あ る　本川に分布

す るイ ナ ト ミ ノ オ カ も媒介する可能性か ある　米国に お け る調査に よれ は ，ア カ イ エ カ 類よ り も，

トカ ラ ス や ハ ノ ホ ノ カ ラ ス は感染源 とな っ て

も死亡す るか と うか疑問視 され，早急に感染

実 験 て 確 かあ て み る こ とか 望 ま れ る （図

44）

　西ナ イ ル 執 の 流行地域 て あ る イ ン トか ら中

近東に か けて は ，
ノ ヘ リア か らの渡 り葛か多

数行 き来 して い て ，夏 鳥か 媒介蚊 の 活動 し始

め る 5月頃に，日本に西ナイ ル ウ イ ル ス を持

ち込む可能性か ある　 また，日本国内て年間

約 220 万羽 もの 野 舅か捕獲 され て い て，各種

　　　　　　　　　　そ れ らか持 ち込 ん て く
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日本か らの産卵され た野積み タイヤ の輸入で 広が っ た とされて い る ヒ トス ジ シ マ カ，ヤ マ トヤ ブカ

の媒介能が優れ て い て ，それ らか らウ イ ル ス も検出されて い る の で ， 両種が媒介蚊と して警戒 され

て い る （小林，2003 ）．しか し，昼間活動性で ， 地面に 沿 っ て 低空を飛翔する両種が，昼間に野鳥か

ら吸血するの は困難で ， 鳥類を好ん で 刺す よ うな こ と もな い ．藪に 潜ん で ，近づ い た宿主を察知 し

て 吸血行動を起 こす種な の で ，移動距離 も極端 に短 く，
シ マ カ類は 100m に も及ばない ため，せ い

ぜ い 流行 の 脇役て い どで あ ろう．む しろ ，
ア メ リカ に は分布して い な い コ ガ タ イ エ カが ， お そ ら く

は本ウ イ ル ス に高感受性で あ っ て，鳥を好ん で 吸血 し，夜間活動性で ， 遠距離飛翔をする こ とか ら，

日本で の 西ナ イ ル 熱流行に は大き く関与する の で はな い か と思われ る．

7． 日 本 脳 炎

　日本脳炎 は，感染 して も大半 の 人 は不顕性感染で ， 発症す るの は 4−−O．2％ とご く少数で あ る． し

か し， 蚊に 吸血 され て 7−−15 日後 に い っ た ん 発症すると，頭痛，発熱，嘔吐 ， 硬直，意識障害，けい

れん などが起 こ り，治療薬 はな く， ほ ぼ 30％ が死亡する と い う恐 ろ しい ウイ ル ス 病で ある． ア ジ

ア ・モ ン ス ーン地域の水田地帯 に広 く存在 し， もとは湿地か ら発生す る コ ガ タイ エ カ な ど の 蚊 と，

そ こ に生息す るサ ギ な ど水鳥との 問で 感染環が維持 され て い た （図 33，
45）． 日本脳炎 と呼ばれ る

の で ，日本特有 の風土病の ご とき誤解を受けやすい が，わが国で も流行が拡大 した の は明治以降で ，

蚊の 発生源とな る水田開拓が進行 し，ブ タを食 べ る よ うに な っ て 盛ん に 飼育され るよ うに な っ て か

らの こ とで あ る．1924 年，日本脳炎の 大流行が起 こ り，以来 40 年間に わた っ て ，年間 1，000人を

越す流行を繰 り返す よ うにな り， 1950 年に は最高の 5，196 名に達 した． それ を機にわが国で 本格
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図 45　日本脳炎 ウ イ ル ス の 感染環 （コ ガ タ イ エ カ 雌成虫と，自然 F の ト リ，人為 ・増幅の ブ タ，派生 ・終

　 　　末 の ヒ ト，ウ マ ）（上村，2003）
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図 46　わが 国 に お け る 日本脳炎患者数 ・死亡者数の

　　　年次変動 （上 ： 患者 数 下 ： 死 亡者数）

　　　（上村，2003）
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図 48 　稲 作形 態 と コ ガ タ イ エ カ 季節 消長 の 推 移

　 　 　 （1950 年 を 上 に，1970 年 を下 に 示す）

　　　（上村，1995）

主 な発生源で ある水 田や灌漑溝が整備され ， 入 ・落水が頻繁に行われ，

よ うに な っ た．加え て ， 除草剤や殺虫剤の 農薬散布が こ の 蚊も駆除して きた （図 48）．また，水田を

浅溜に して 耕作機械を導入す る機械化が普及 し， 牛馬 など役畜が農村か ら消え，蚊 は好適な吸血源

を失 っ て しま っ た．人家も密閉構造住宅 とな っ て ， 蚊の 侵入を阻止 して い る．さらに，多頭飼育の

養豚団地が人里離 れて 設 け られ るよ うに な り，ブ タ を吸血 した蚊が人を刺 しに 来 る機会も激減 し

た． こ れ ら農業形態や農村環境の近代化に よ っ て ，副次的に コ ガ タイ エ カが激減 し，ウ イ ル ス 伝播

的に本症の研究が行われる よ うに な り，やが

て 日本脳炎 Japanese　encephalitis と い う名

称が国際的に用い られ る よ う に な っ た． しか

し， 1966年を境に 患者数が 年々 減少 しは じ

め，1972 年か らは激減 して，1992年以 降は

年間 10名未満に 抑え られ て い る （図 46）．

日本脳炎 ウ イ ル ス は，鳥類，ほ乳類，は虫類

の多 くの動物に感染す る．と くに ブタは 日本

脳炎ウ イ ル ス の 感受性が高く，感染 2 日 目か

ら 4 日以上 ウイ ル ス 血症となるが，ブタ自身

は不顕性感染で 発症 しな い，肥育豚は ， 生後

6 ヶ 月か ら 8 ヶ 月で 食用 と して 出荷 される の

で ，毎年抗体 を持たない ブタ と入 れ替わ り，

格好の ウイ ル ス 増幅動物となる （図 45 ）．

　 日本脳炎の主 な媒介蚊で ある コ ガ タイ ェ カ

は，体長 4．5　mm ，暗褐色で ， 吻に 白帯が ある

（図 47 ）．人よ りも牛馬や ブ タ，鶏 な どを好ん

で 吸血 し， ウ イ ル ス を取 り込 ん で 10−・13 日

目か ら伝播 が可能 とな り，終生感染力を も

っ ．本種が 日本脳炎を媒介する こ とは，1935

年，三 田村篤志郎や 山田信
一

郎な ど に よ っ て

証明された．

　わが 国に おける近年の 日本脳炎の 流行低下

は ， 不活化ワ ク チ ン の 普及が功 を奏 した とい

うよ りも，主 な媒介蚊 で ある コ ガ タイ エ カ の

激減 に基づ い て い る，近年 ，
コ ガ タ イ エ カ の

　　　　　　　　こ の蚊の 発生が 妨げ られ る
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表 5　コ ガ タイ エ カ 幼虫の 殺虫剤感受性の 変化

（50 ％致死濃度 ： ppm ）

殺虫剤名 1960年代 の 報告 1982 年 1987 年 1994 年

テ メ ホ ス

マ フ ソ ン

ス ミ チ オ ン

バ イ テ ッ ク ス

DDT

0．OOOI−0．001
0．0089 〜0．431
0．0040 −O．030

0，0019〜0、004
0．0002〜0．005

493413

，59

．60
．078

13、06
．03

．4

　 1、41
．0〜1．10

．9−1．7

が阻止 され て ，日本脳炎流行 は大 きく抑制 さ

れ るよ う に な っ た （上村， 1998，2003）．

　し か し，一時は発生が 抑え られ た か に見え

た コ ガ タイ エ カが，過度の農薬散布に よ っ て

1980年ごろか ら強度の 殺虫剤抵抗性を獲i得
して ，もは や通常量の 農薬散布で は死なな い

ばか りか，かえ っ て天敵を殺 して逆 に増加す

る よ うな事態 を招い て い る （表 5）．と くに ，

水管理 が 不徹底な水田 ， 生産調整 の た あ の 調

整水田，河川敷 な どで 多発 して い る （図 49）．

　近隣ア ジ ァ諸国で は， 1970年頃か ら 日本

脳炎が増え だ し，現在 も爆発的な流行が続い

図 49 　コ ガ タ イ エ カ の 格好 の 発生源 と な っ て い る 調

　　 　整水田 （上村，2003 ）

て い て ， 年間 4 万人前後が 発症 して ，約 1 万人が死亡 し，9 千人は回復して も重篤な後遺症に悩ま

され て い る （図 50）．中国，イ ン ド，ベ トナ ム，イ ン ドネ シ ア な ど発展途上国で は，人口が爆発的に

増加 し， それ を賄 うた あ に森林が大規模伐採され ，
コ ガ タ イ エ カ の 発生源 とな る水 田造成が盛ん に

行わ れ，吸血源 とな る水牛 な どを用 い た農耕が な され て い る （図 51，52）．強度 の 殺虫剤抵抗性を獲

得した コ ガ タイ エ カ が ア ジ ア圏
一
帯に分布を拡大し．農薬散布に よ っ て 天敵だ けが殺滅され るよ う

に な っ て ，
コ ガ タイ エ カ が激増 して い る （THOMAS 　et　at

．
　2000 など）．また，増幅動物 となる ブタ の

飼育 も盛ん に なされ るよ う に な り，あたか も日本の 明治．大正時代の 再来と もい え る 日本脳炎の 大

流行を招 い て い る の で ある．それ ら諸国 も，い ずれは 日本の ように 農作業が機械化 されて ，日本脳

炎の 流行 も下火 と な るで あ ろ うが ， そ の ス ピー
ドは緩慢で ， 日本脳炎の 流行は当分続く もの と予測

され る．

　コ ガ タイ ェ カ は遠距離飛翔性の 蚊で，洋上 の 定点観測船な どで も捕集され て お り， コ ガ タイ エ カ

が東南 ア ジ ア の 日本脳炎流行地か ら毎年の よ うに持ち込まれて くる可能性は大 きい （上村，2003 ）．

日本国内で は，水田 の 激減 した大都会で は ともか く， 地方で は 日本脳炎流行時に 匹敵す る ま で に コ

ガ タ イ エ カが増加 して きて い る．そ して ，蚊か らもブタか らも日本脳炎 ウ イ ル ス が高率に 分離 され

て い る （TAKEGAMI 　et 　al ．
，
2000 ）、そ れ で も患者発生が少な くて す ん で い る の は ， ひ と え に密閉構造

の 住宅が普及 し，そ こ に夜間引き こ も っ て，昔 ほ ど に蚊 に刺され な くな っ て い るた めだ と思 われ る．

しか し，もし生活形態が変化 して，人々 が夜歩 きす るよ うな事態に なれば， コ ガ タイ エ カ に吸血 さ

れ て 発症す る危険性 は大 きい ．最近は ワ ク チ ン 接種を しな い 人 も増え，蚊 に刺され な くな っ て 自然

抗体 の 獲得 も少な くな り，住民 の 抗体保有率が低下 して い るの で ，ひとた び人 へ の 感染が起 こ れば

日本脳炎が再 び流行する危険性は 絶えずあ る と い え る．

　 コ ガ タ イ エ カ は ， 日本脳炎 ウ イ ル ス の 媒介能が よ く， 発生量 も膨大な た め
， 主 な媒介蚊と な っ て

い るが．ア カイ エ カ ， チ カ イ エ カ は じめ，ヤ マ トヤ ブカ ，
ヒ トス ジ シ マ カ ， キ ン イ ロ ヤ ブカ ， オ オ

一 45 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　soolety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

図 50　最近 5 年間の 日本脳炎患者 の 発生状況 （1986−90 年）（WHO ，1994 ：上村，2003 ）

図 51　イ ン ドネ シ ア に お け る熱帯林の 大規模伐採　　図 52　イ ン ドネ シ ア に お け る大規模水田の 水牛に

　　　 （茂本幹義博士提供）　　　　　　　　　　　　　　 よ る 耕作 （ヒ村，2003 ）
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ク ロ ヤ フ カ ，
ノ ナ ハ マ タ ラ カな と 30 種 に及ふ人を刺す多 くの 吸血蚊か 日本脳炎 ウ イ ル ス を媒介可

能 て ，そ れ らの 蚊 に よ る偶発的な感染か起 こ りえ る こ と に も留意 しな けれ は な らな い

8． デ ン グ 熱

　テ ン ク執 は， ウイ ル ス に感染 して も多くは不顕性感染に 終わ るか，蚊に 吸血され て 3−・15 日後に

発症す る と，発熱，た るさ，筋肉痛，関節痛， 発疹を主症状 とするウイ ル ス 病て あ る　 もとは東南

ア ノ ア に 限局 して ， 森林型 の サ ル と蚊 と の 感染環て あ っ た の か，都市型 の 人 と蚊の 感染環 とな り，

今て は ア ノ ア ，オ セ ア ニ ア ，中南米， ア フ リカ な と執帯 ・亜執帯に 広 く分布を拡大し， 世界て 年間
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　　　　　　　　　 ∈∋ 　デ ン グ熱 常在地

　　　　　　　　　   ） 黄 熱 常在 地

　　　　　　　　　 ⊂ ）　ネ ノ タ イ ノ マ 力 分布地

　　　　　　　　　 （⊃ 　ヒ トス 」 ノ マ カ 分布地

図 53 　テ ン ク 執 と黄執 お よ ひ 媒介蚊 の 地理 的分 布 （1村，2    2）
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図 54　 不 ノ タイ ／ マ カ雌成虫 （白井良和博⊥提供）　 図 55 ヒ トス ノ ノ マ カ 雌成虫 （白井良和博士 提供）
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図 56　ヒ トス ジ シ マ カ の 発生源，野積み古タ イ ヤ

5 千万一1億人 もの 人が発症 し， 50 万人以上

が デ ン グ出血熱 と な っ て い る （図 33
，
53）．

デ ン グ ゥ イ ル ス に は血清型 が 4 っ あ り， そ れ

らの 間で は重複感染が可能で，人々 が大移動

す る よ う に な っ て 重複感染 の 機会が増え，重

症の デ ン グ出血熱が起 こ りや すくな っ て い る

と考え られ る．デ ン グ熱の 症状 は約 1週間で

消失 し， 死に 至る こ とは滅多に な い の だが ，

デ ン グ出血熱 は適切 な治療が行われ な い と死

に至 りやす く，循環血液量が不足 して シ ョ ッ

ク に な る こ と もあ る （デ ン グ シ ョ ッ ク症候

群）．

　デ ン グ熱 の 主な媒介蚊は ネ ッ タイ シ マ カ （Ae．　aeg 　ypti）で ，体長約 4．5　mm ，胸背正中条斑を欠 き，

側方な ど に 白条斑，脚 の 関節先端部 に 白帯がある黒色 の 小型種で ，主 に 薄暮に人 を好ん で 吸血す る

（図 54）． デ ン グウ イ ル ス を取り込ん で 8−・11 日目か ら伝播可能とな り，終生感染力を もっ ． 1916

年，」　Burton　CLELAND が蚊に よ る媒介 を実験的に証明 した．こ の 蚊は，
一

度で は満腹吸血せ ず，

何度 に もわけて 入を好 ん で 吸血する習性 を持 っ の で ， デ ン グ熱や黄熱を流行さ せ やすい ．緑地が な

くて も屋内で 十分繁殖 で きる種な の で，熱帯，亜熱帯の 都市部に お い て 各種小容器か ら発生 して 居

住域 に はび こ る厄介者で あ る．今の と こ ろ 日本には分布 して い な い が，1910年代には沖縄 小笠原

に常在 した （栗原，2003 ）．また，1944 −52 年に は熊本の 天草島牛深 に も分布 して い た．休眠性の な

い 本種は ， 発育零点の 10−・12℃ 以上で孵化して 発育す る こ とが可能で ，成虫に まで なれ る （KAMI −

MURA 　et 　al ．，2002 ）．こ の よ うな環境 は，地球温暖化 を待 っ ま で もな く， わが国の都市環境下で 散見

され るの で はなか ろ うか．航空機な どで 運 び こ まれた もの が土着する危険性は十分にあ る．

　わが国で も，1942 −45 年 に か けて 長崎，広島，神戸，大阪な どの 町で 通算 20 万入を下らな い デ ン

グ熱 の 大流行を起 こ して い るが，それ は防火水槽に多発 して い た ヒ トス ジ シ マ カ の 媒介によ る もの

で あ っ た．本種 は，体長 4．5　mm ，胸背正中に 白条斑があ り，脚 の 関節基端部が白帯をなす黒色の 小

型種で ある （図 55）．放置タイ ヤ，各種プ ラ ス チ ッ ク容器，空缶，壷，バ ケ ツ，桶，花瓶，植木鉢受

皿， ビ ニ ール シー トた る み ，
コ ン ク リ

ート穴 ， 水槽 ， 雨水 ますな ど の 人為水域 ， また ， 竹切株 ， 葉

腋，樹洞な ど の 自然水域 の 小 さ な 水溜か ら発生する （図 56）．主 に薄暮 に ヒ トを好ん で 吸血す る．吸

血行動範囲は狭く，ふ つ うは発生源か ら 100m も移動しな い．従 っ て ， こ の 蚊に刺され た ら，近 く

の 発生源を探 し出 して 除去すれば，駆除 は容易な はず で ある，しか し，居住域で の 古 タ イ ヤ や容器，

空缶 の 屋外放置が後を絶た ず， 発生場所が散在 して い る の が現状で あ る．街路樹 も本種 の 好適な休

息場所 とな っ て い て ，東北以南 の 日本各地 で 多発 し，昼間，と くに薄暮 に 吸血 される ふ つ うの 蚊 と

な っ て い る．屋内に も侵入 し， 灯火下で は夜間 も吸血す る、わが国で は ， タイ ， フ ィ リピ ン
，

ベ ト

ナ ム，イ ン ドネ シ ァ ，イ ン ドな ど か ら帰国の デ ン グ熱の輸入感染例が年間数十例ある が ，本種が そ

れ ら患者を吸血して ，日本で の デ ン グ熱の 流行を起こす危険性は大 きい ．

9． 黄 熱

　黄熱 は ， 突然 の 発熱 ， 頭痛， 筋肉痛で 発症 し， 出血 しやす く， 血液を混えた黒色 の 嘔吐 ， 黄痕 と

な っ て ， 20−50％ が死亡す る恐 ろ しい ウ イ ル ス 病で ，検疫感染症 に も指定さ れ て い る．黄熱生 ワ ク

チ ン は接種後 10 年間有効だが，発症す ると治療薬はな い ，1900年 ， 米国の 細菌学者 Walter　REED
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図 57　ア フ リカ と南米の 森林型 お よ び都市型黄熱 の 感染経路 （上村，2002）

が ネ ッ タイ シ マ カが媒介す る こ とを実験的に 証明 した．黄熱の 主 な媒介蚊は ネ ッ タイ シ マ カ で あ る

が， 40 種以上の 蚊が媒介で き，西 日本各地 で 多発 して い る ヒ トス ジ シ マ カ も媒介可能で ある，図

57 に示す ご とく ， もとは ア フ リカ の ジ ャ ン グ ル で サ ル と樹洞か ら発生 する蚊と で 感染環が維持さ

れ て い た （森林型黄熱）．森林が開発さ れる よ うに な る と，人家付近 の バ ナ ナ な どの 葉腋か ら発生す

る蚊 に 有病 の サ ル が 吸血 され，そ の 蚊 に 吸血 された人が都会 に 出て ，そ れをネ ッ タ イ シ マ カ が吸血

して 有病化 し，都市 に黄熱を大流行させ る こ ととな っ た （都市型黄熱）．また，17−・19 世紀に か け て

の奴隷貿易で黄熱患者とネ ッ タイ シ マ カ とが ア メ リカ新大陸に運ば れ，や がて南米の ジ ャ ン グル で

サ ル と樹洞 に発生す る蚊と で 黄熱ウ イ ル ス が維持され るよ うに な っ た （森林型黄熱）．現在も，
ア フ

リカ と南米で，これ ら森林型黄熱に年間 200−300人が感染 し，ほぼ 100 人が死 亡して い る （図 33，

53 ）．

　現在，多 くの 国 で は，ア フ リカ や南米 の 流行地域を通過 して きた旅行者 の 入国 に は有効 な黄熱予

防接種証明書の 提出が要求 され るが ， 日本で は入国時に 発症 して い な ければ フ リ
ーパ ス で ある．感
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染 した ネ ッ タ イ シ マ カ に 吸血 さ れ て 3−6 日後 に発症するが ，発症 前日か ら発症 5H 目ま で は血 中に

ウ イ ル ス が存在 し，そ れを吸血 した蚊 は吸血後 9−−12 日日か ら終生感染力を持っ ．流行地 の ジ ャ ン

グル か ら 2 日 もあれば帰国で きる時代で あ る．帰国 して きた患者を ヒ トス ジ シ マ カ な どが吸血す る

こ と に よ っ て
，

ア フ リカ や南米で の 都市型黄熱の 流行パ タ
ー

ン が 日本で も起 こ りうる の で は なか ろ

うか．感染 したネ ッ タ イ シ マ カが航空機 に よ っ て持 ち込まれ る可能性 もある．黄熱 は，ア ジア で は

か っ て流行が なか っ たた め
， 住民が抗体を保有 して お らず，こ れ ら処女地に ひ とたび黄熱 ウ イ ル ス

が侵入 して くれば大流行 しかね な い．グ ロ
ーバ ル 化 した現在，黄熱は， もはや遠い 国の病気だ とは

い っ て はお られ な い だ ろ う．

　 「チ ク ン グ ニ ア熱」と い う， ア フ リカ，イ ン ド，東南 ア ジ ア に分布す るデ ン グ熱そ っ くりの ウイ ル

ス 病 もあ る．ネ ッ タ イ シ マ カ や ヒ ト ス ジ シ マ カ など に よ っ て 媒介され ，
こ う した病気 も患者や 感染

蚊と して わが国に 持ち込 まれて くる危険性が ある．

　 また，「野兎病」 は北半球に分布す る熱性細菌疾患で ， 通常 は野生動物 と の接触感染 で発症す る．

寄生 マ ダ ニ 類や メ ク ラ ア ブ類の 刺咬で も感染 し，シ ベ リア で は キ ン イ ロ ヤ ブカ や チ シ マ ヤ ブ カ （Ae ．

punctor）な ど の Ochlerotatus亜属の ヤ ブカ も関与して い る （GuTsEvlcH　et　at ．，1974 ＞．

10． 感染症対策

　数十年前ま で は 日本に も蔓延 して い た蚊が媒介す る感染症の 数々 は，地球上で は ，今な お，年間，

マ ラ リ ア 3−−5 億人，フ ィ ラ リ ア 症 4 千万人 ， 西 ナ イ ル 熱 1万人以上 ， 日本脳炎 3−5 万人 ， デ ン グ熱

5千万一1 億人，黄熱数百人 な ど ， 世界人口 の ほぼ 10％ ， 4−7 億人が何 らか の 蚊の 媒介する感染症 で

苦 しみ ， 200 万人以上が 亡 くな っ て い る （表 3，p．35）．ボ ーダ レ ス の 時代 とな り，国際化，ス ピー

ド化の波 に の っ て ，こ れ ら感染症，また媒介蚊は，地球 の 裏側か らさえ ， 航空機に乗 っ て 毎日 の ご

と く運 ばれ て くる．年間，外国人約 500 万人が来 日 し，日本人約 1，800 万人が 海外か ら帰国 して く

る の だが，そ の 数は増え る
一

方で ある．物資も大量 に 迅 速輸送 され て きて い る，昨今の 米国に おけ

る西ナ イ ル 熱の 大流行や ，1938 −40 年 の ブ ラ ジ ル に お け る ガ ン ビ ア ハ マ ダ ラ カ （An ．　g αmbiae ）の ア

フ リカ か らの 侵入 によ る マ ラ リァ の 大流行な どは，3 −4 年で 広域に拡大 して い て ，そ の 広が る ス

ピ ー ドは生半可で はな い．水際で は事実上防ぎよ うが な く， 輸入 感染症 と して ひ とた び こ れ らが

入 っ て くれば，それを媒介で きる蚊は 日本各地至る所に い る．有事後 の 対応で は と て も追い っ か な

い．平常時か ら媒介蚊の 動向に地道に監視の 目を光 らせ，相互 に ネ ッ トワ
ー

クづ くりを して ，
い ざ

とい う時の ため の情報を共有 し，駆除体制を整え て お くこ とが是非と も必要が あ る，戦争，天変地

異 ， 災害， 突発的な環境変化や 異常気象な どが 引き金 と な っ て ，い っ で も媒介蚊の 大発生や媒介疾

患の 流行 に及ぶ か らで ある．

　媒介蚊は ， 今や殺虫剤抵抗性を獲得 して ，なま じな殺虫剤散布で は死 なな い蚊 まで 出現 して い る．

しか も，わが国 で は自然感染を しな い ま ま成人 に な っ て ， こ れ ら感染症に免疫を持たな い 人々 が増

え て い る．抵抗性が な い の で ，日本人が感染すれば症状が重 くな りやす く，熱帯熱 マ ラ リァ の よ う

に時間を争 う疾患 もあ る、今な お ， 日本脳炎， 西ナ イ ル 熱 ， デ ン グ熱 黄熱 に は有効な治療薬 は な

く， マ ラ リア に も薬の 効か な い 多剤耐性の もの が増え て い る．そ の た め，すば や い 診断と適切な対

症療法が求 め られる の だが，こ の分野の わが国の 医療体制は きわ め て手薄で あ る．

　蚊 の 媒介疾患 は ， 感染蚊 1 匹に 刺され ただ けで 感染する が，輸血や針刺 し事故に よ る特殊事例を

除い て ，人か ら人 へ は感染 しな い．感染症対策 には，表 6 に示す ごとく， 媒介蚊対策，保有動物対

策，感染者対策の 各種方法が あ げ られ るが ， 媒介蚊対策が最 も重要で ，これに対す る早急な る対応
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表 6　蚊媒介疾 患 対策 の
一

覧

蚊成虫対策

　蚊 に 刺 され な くす る ：

成虫を 駆除す る ：

蚊幼虫対策

　発生源を な くす ：

　産卵 ・脱出させ な い ：

　化学的防除をす る ：

　天敵の 導入 ：

保有動物 〔鳥 。ブ タ）対策

　飼 い 鳥輸入対策 ：

　家禽 ・ヒ ナ対策 ：

　渡 り．R女寸策 ：

感染者対策

　 情 報収集 ：

　防除機具備蓄：

　防除薬剤備蓄 ：

　 ワ ク チ ン ・治療薬開発

　治療法開発

屋内へ の 蚊侵入防止 ；防虫網戸 ・空調機使用

蚊 吸 血活動時 の 外出を控 え る ； 薄暮 ・日没後

吸 血阨止 ； 長袖，長 ズ ボ ン ，忌避剤，送風機

蚊取線香
・
蚊取 りマ ッ ト

・
液体蚊取器 を使用

蚊 の 休息 場所 を な くす ； 草 む ら除草，刈取 り

殺虫剤散布 ； ULV ，煙霧，噴霧，残留噴霧，吊下法

水溜 り を土砂 で埋 め る，排水，除去 （清掃）

防虫網設置，隙間 に カ バ ーを して 密閉

有機 1丿ン 殺虫剤投入，昆虫成長制御剤投入

小魚を放流，水生昆虫保護

検疫強化，
ネ黄疫弓重ミイヒ，

抗体調査

法律改正 （密輸防止），ワ ク チ ン

経過報告作成，抗体調査，ワ ク チ ン

ネ ッ ト ワ
ー

ク 構築，啓蒙活動

PCO 業界，地方ブ ロ ッ ク （県，広域）

PCO 業界 ， 防除薬業界 ， 地方 ブ ロ ッ ク

策の 確立が求め られ る．それ は，蚊 そ の もの

へ の 対策と，蚊が発生 しな い よ うに ，蚊を持

ち込 まれ な い よ うに す る こ と と に 尽 き る．

か っ て の 伝染病予防法下で は ， 蚊 の 媒介する

日本脳炎は法定伝染病，マ ラ リア， フ ィ ラ u

ア症 ， 黄熱は届出伝染病として 重視され，都

道府県，市町村に は それぞれ防疫担 当職員が

配属され て い た．殺虫剤や散布機材 の 備蓄は

義務づ けられ ， 蚊駆除の 地区衛生班組織 も形

成され て い た．と こ ろが ，
1998 年， 「感染症

法」に 改め られて か らは，蚊媒介疾患は発生

して か らの 対応で 大丈夫だ ろ うとの 楽観的な

考えか ら，全て が 「ネズ ミ族，昆虫等駆除措

置」 に関す る条項か らはずされ て しま っ た．

以来，行政機関か らは軒並 み担当者が い な く

図 58　野外に お け る蚊成虫に 対す る煙霧処理 （デ ン

　　　 グ熱対策）（佐々　学博士提供）

な り， 備蓄され て い た殺虫剤や防除機材も破棄さ れ ， 衛生害虫防除の 衛生班組織 も解体さ れ て し

ま っ た．事の 重大さ に気付 き，2003 年 ll 月に な っ て ， 「感染症法」が大幅に改定補足 され，媒介蚊

の 事前調査や駆除，保有動物 （自然宿主）の 輸入禁止などの措置がで きる こ とに な っ た． しか し，

失われた人材や機材 は容易に は元に 戻 らな い．そ れ らを地方ブ ロ ッ ク ご とに 整備 して い くこ とが望

まれ る が ， 目下の と こ ろ は 防除技術と防除機材な どを保有 して い る民間営利企業の PCO に頼 らざ

るをえな い の が現状で ある．そ の た め，予算付 けなど の 強化策が必要で あ るが ， た とえそれ らが予

算化 された として も ， 少 な くと も地方自治体に は そ の 担当者を お い て ，関連情報を掌握 し， 監督指

導 して い く責任が あ る．
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図 59 屋 内へ の 殺虫剤残 留 噴霧 （マ ラ リア 対策 ）

　　　（高田 季久博士提供）

li鑾・　　 韈 軈 　
…鼕愚

鳴 轟

図 60 水 田 へ の 殺虫剤空 中散布 （日 本脳炎対策）

　 　　 （上†寸●イ也，2000 ）

図 61 沼地 へ の BT 剤散布 （マ ラ
1
丿 ア 対策）

　　　（上村 ・他，2000 ）

　蚊成虫対策 と して は ， と に か く蚊 に刺 され

な い よ う に す る こ と が肝要で ある．空調機を

備え た密閉住宅 に住 まうとか，防虫網戸を備

え ， 通気□に は防虫網を取り付け る．家屋 へ

の 出入 りの 際に も蚊に侵入され な い よ うに す

る．それ に は，自動 ドア や エ ア
ー

カ
ー

テ ン が

効果的で ある．薄暮や 日没後な ど蚊が吸血行

動する時間帯に外出を控え る．外出時には，

帽子，長袖 シ ャ ツ
， 長ズ ボ ン な どを着用 し，

肌露出部 に は 吸血 昆虫忌避剤 DEET を こ ま

め に 処理 する．扇風機で 送風な どを して ， 吸

血 され な い よ うに す る．また，蚊取線香，蚊

取 マ ッ ト，液休蚊取器な どを使用 し，侵入 し

て きた成虫を駆除す る．蚊の 休息場所 とな る

草む らや木陰な どの 薄暗い 湿 っ た潜み場所を

片づ け，除草な ど清掃を定期的に行 う．また，

殺虫剤 を， ULV 法，煙霧法 ， 直接噴霧法，残

留噴霧法，DDVP 蒸散剤吊 り下 げ法な ど で，

屋 内や 休息場所に 薬剤散布 をす る （図 58，

59）．広域 には ヘ リコ プ タ
ー空中散布 を行 う

（図 60）．薬剤散布 の 際 人 ・ペ
ッ ト ・非標的

生物の安全性，環境汚染， しみや臭い など に

配慮 し， 薬は過剰に な らな い よ う に適時に適

量 を散布す る．マ ラ リア 流行地帯で は 殺虫剤

を しみ込ませた蚊帳が感染予防に用 い られ て

い る．

　 しか し，蚊 は ひ とたび成虫に な る と広域に

分散するの で，感染症対策 は蚊が幼虫の うち

に発生源対策をす るの が効率的で あ る．最 も

重要な こ とは発生源を な くす こ とで ，対象種

の 発生する水溜 を探 し出して ，土砂で 埋め た

り， 用水路を掘 っ て排水 （落水）をす る．ご

みや落葉 をさ らえ た り，草抜 きを して 流れ を

よ くし， 流水の よ どみ をな くす．幼虫は水面

で 呼吸をする の で ， 水面 を波立たせ た り， 油

膜を張 っ て も駆除で きる．ウ キ ク サ 類を水面

一杯に繁茂 させ て もよ い．小水域 は こ ま め に

除去す る．また ， 発生源を防虫網 で 覆 っ た り，

カ バ ーをか けて 密閉す る．化学的防除 として

は ， 発生 源に 有機 リ ン剤や昆 虫成長制御剤

（IGR ）な どを投入する （図 40）．蚊幼虫を駆除で きる有効薬量に まで 達 しな い と効果が な い こ とと ，

過剰 に散布 しな い こ とに留意す る． ピ レ ス ロ イ ド剤な ど魚毒性が 問題 とな る殺虫剤 の 散布 は控え
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る、蚊の 活動 シ ーズ ン の 間は，幼虫の 発育期間に合わせ て 薬の 散布間隔を定め る．外国で は マ ラ リ

ァ対策など の ために微生物農薬の Bacillus　thuringiensisの変異株 var ，　isrαelensis が用い られて い

る （図 61）．天敵の カ ダ ヤ シ （0 α嬲 伽 s宛 αが廊 ）や メ ダカな ど の 小魚を放流 した り，ゲ ン ゴ ロ ウ な ど

の 水生昆虫を保護する こ と も有効で あ る．発生源が公共的な場所で あれば ， 公的機関などによ っ て

共同防除す るの は容易で あるが，個人 の 所有地内の こ と も多 く，持 ち主の 了解が求め られ る．そ の

た め
， 日頃か ら地区住民に 蚊防除の 必要性を啓蒙 し， 指導 して お くこ とも肝要で ある．
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